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2019 年に鹿嶋市で新規就農を果たした農業家(経営規模 2丁部)の仕事 

小学６年生から鹿嶋市で育つ。 

大学卒業後、東京の飲食店に就職していたが、興味を持った農業を学び、

U ターンで新規就農。 

勤務していた店で、日本酒の提供が始まるのを契機に「知識がないと、お

客さんにお勧め出来ない」と酒蔵に通って学び、「酒米を作ってみたい、農

業を勉強したい」となった。その時、農業研修生を受け入れている「NO-

RA〜農楽〜」を知り、有機農業を２年間学び（この間は青年就農交付金で

年間150万円を得て取り組む）、農家として独立するために鹿嶋へ U タ

ーンしました。 

 

新規就農で畑を借りるのは簡単ではないのですが、偶然、母と職場が同じ

だった方から借りることが出来ました。（１反 50m×20m、5,000 円く

らいだが、半分以上は現物納で借りています。）鹿嶋以外では難しかった。

５年間は、150 万円が出る。トラクターや納屋は借りることが出来ました。 

有機という堆肥をつくる微生物を増やし、自然の循環が出来た土壌で育つ

野菜が一番おいしい。化学肥料の作物は育つスピードが速く、年 10 回く

らい収穫出来るが自分の場合は年２回。残留農薬も気になる。子供たちが

野菜を好きになって安心して食べられる、そんな野菜を作りたい。 

 

2021 年 2 月には、有機 JAS マークの表示が認可された。このマークは、

農薬や化学肥料等の化学物質に頼らず、自然界の力で生産された食品を表

すもので、他の野菜との差別化を目指します。アンケートを取ると 29％く

らいが知っている。木更津やいずみ市がモデルで作っている。 

 

近隣の方にも力を貸してもらえ、トラクターの相談をしたら知人から借り

て土おこしまでやってくれる。農業を一生の仕事とするために鹿嶋へ戻っ

てきました。先ずは、農家として生計を安定させ（現在、500パック／日

で 1000パックくらい可能、一人で 5 時間やって 600パック）、その上

で、酒米も作りたいです。そして、自分の作った野菜や日本酒を提供する

「季節を感じられる農業レストラン」を作りたいと思っています。 

鹿島神宮で暮らす鹿のフン

を肥料にしたニンジン「鹿

キャロット」を栽培し、規

格外品は鹿の餌になる「持

続可能な開発目標

（SDGs）」に沿った取り

組みをまちづくり鹿嶋株式

会社と取り組んでいます。 


